
衣料管理士の活動状況
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1．緒　言

　日本衣料管理協会が発足して25周年を迎えた。

東京家政大学では協会発足時から衣料管理士認

定校として多くの衣料管理士を育成してきた。

この間に，繊維産業の構造も大きく変化し，衣

料管理士の役割も変ってきている。そこで，衣

料管理士として社会に出た人達の活動状況の実

態をアンケート調査し，年代による変化を探り，

衣料管理士の資格をもった働く女性の社会的位

置付けを明確にしようと試みた。

　　　2．アンケート調査内容と回収率

　1975年から1996年までの本学衣料管理士認定

者数は表1に示す通り1級（大学）845名，2

級（短大）930名である。この卒業生のうち連

絡先の明確な人達1572名（1級768名，2級804

名）全員に表2のアンケート用紙を配布し回答

をお願いした。その結果628通（1級371通，2

級257通）の回答を得た。従って，回収率は1

級48。3％，2級31．9％であった。
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表1　衣料管理士認定者数（S50～H8）

卒業年　1級伏学）　2級（短大）

昭和50年
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合　　計 845名 930名

　　　表2－2　就職先の業種職種の番号，記号一覧表

○業種
1．繊維および繊維製品に関係した職業
　官公庁、公的機関

　　行政部門
　　消費生活センター
　　研究所
　　試験検査機関
　　その他

　1【．教職

　　群
　　高等学校
　　中学校

　皿．その他
　　一般公務員
　　一般企業
　　自営業
　　自由業

（：）職種

　　研究
　　試験・検査
　　品質管理
　　相談員
　　販売・バイヤー
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　デパートを含む小売業
　クリーニング、サービス業
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　ノ1・学校

　幼稚園
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表2－1　アンケート用紙

大学院（博・修）修了　学部卒業　短期大学部卒業（い轍0印）

TES取得

○卒業後就職したことがありますか。（次卿ずtuN　omeして下さの

　　　　　　　　　　　　は　い　　　　　いいえ
○卒業直後の就畷先
　　1．繊維および繊維製品に関係した職業
　　　（イ）就職先　　別紙「就職先の業種、職種の番号、記号一覧表」（以後別紙
　　　　　　　　　　一覧表と呼ぶ）の1～12の番号中該当する番号を口内に記
　　　　　　　　　　入し（）内に勤務先名及び常勤、非常勤を記入して下さい。

［
（ロ）職種

H．教職

（勤務先名 ）

別紙一覧表のA～Jのアルファベット記号中該当するものを
口内に記入して下さい。その他のJの場合は具体的に（）
内に記入して下さい。

［（

［

）

別紙一覧表の21～26の番号中該当する番号をロ内に記入
し、学校名及び常勤、非常勤を（）内に記入して下さい。

（

皿．一般公務員、一一般企業勤務、自営業等

［

）

口の中に別紙一覧表の31～37の番号を記入し、（）の
中に勤務先、進学先、職種を具体的に記入して下さい。

（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

○卒業後の動き
　　1．卒業後の就職先にそのまま勤務している。（次帥櫨0印をしびさの

は　い いいえ

皿，転職をした人は、次の問いの日および（）中に必要事項を記入して下さい。
　　業種、職種は別紙一一覧表の番号、記号で記入して下さい。職種がその他のJ
　　の場合は具体的に（　）の中に書いて下さい。

韓口轍灘［：鱗　　：

韓口轍謡［：鰭 ）

）

t

韓口轍灘［畔

鞍口轍灘日畔

）

）

）

）

）

）

皿．就職先は同じだが職種の変わった方は、次の問いのロおよび（）中に必要
　　事項を記入して下さい。職種は、別紙一覧表の記号で記入して下さい。その
　　他のJの場合は具体的に（）の中に書いて下さい。

就職口年後

就職［コ年後

就職口年後

就職［年後

就職口年後

樋［（

樋口（

樋［（

雛［i（

雛［（
IV．退職した

就職［年後

　　理由（例えば結婚、子育て等）

（

V．就職または再就職したい（次のいずれかにO印をして下さい。）

は　い いいえ

）

）

）

、
ノ

）

）

再就職したい人は業種、職種を［コの中に別紙一覧表の番号、記号で書いて下
さい。（求人がきますので、合致していればお知らせします）

業種口　　　雛口
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ご協力ありがとうございました。

醐
汁
㊦



東京家政大学生活科学研究所研究報告　第20集

3．1．衣料管理士と通商産業大臣認定繊維製

　　　　品品質管理士（TES）

　TESは1981年に制定されたもの（1期生

1982年）で，5科目の試験に3年間に合格すれ

ば取得できる。学歴，年齢を問わず誰でも受験

できる。ちなみに，あとから述べるように1997

年1月現在で男性1973名，女性1486名が取得し，

これを生かした仕事をしている。衣料管理士は

5科目中「繊維一般」1科目が免除される。本

学の被服専攻，平成2年度からは服飾生活科学

コースに設置されている衣料管理士課程のカリ

キュラムでは，科学系専門科目を履修させたう

え，このTESを受験し，合格しうる対策を立

てている。衣料管理士のうちこれを取得した割

合は，1級にっいては図1に示す通りTES制

定以前に衣料管理士になった人達もこれを取得

しており，制定以後は約18％のひとがこれを取

得している。これは就職先の職種から必要上取

得したひともあろうし，最近は衣料管理士であ

りTES取得者であることを求人の条件にして

いるところもあることを反映している。TES

を取得する必要性は年々増しており在学中にこ

れを取得するものもいれば，殆どの科目に合格

し，卒業後残りの科目を受験し，これを取得し

ているものも多い。

　一方，2級衣料管理士の場合は，図2に示す

通りTES制定後のひとがこれを取得している

が，取得者数は少ない。

3．2．全卒業生の就職先

　1級衣料管理士については，図3に示す通り，

繊維関連企業で36％，教育機関32％，一般企業

27％，官公庁5％となっている。これを職種別

にみると，図4に示す通り，教員32％，繊維に

関連した業種の職種は研究2％，試験・検査8

％，品質管理4％，販売14％，企画2％，デザ

イナー2％計32％になっている。このうち現在

在職している人達の業種は図5に示す通り，教

職40％が一番多く，次が繊維関連企業33％等と

なっている。現在の在職者を卒業年度別にみる

と，図6に示す通りで，就職後10年たっても40
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～50％の人達が在職しており，以後，あまり変

わっていない。

　一方，2級衣料管理士の場合は図7からわか

る通り，繊維関連企業32％で1級の場合より幾

分少ないが大きな差はない，教育機関力沙なく，

一般企業が圧倒的に多く60％である。これを職

種別にみると，図8のように繊維に関連した職

種では試験・検査6％，販売12％，などとなっ

でおり，一般事務職が47％と非常に多い。この

うち現在在職している人達の業種は図9に示す

通り，繊維関連企業が39％と多くなっており，

官公庁，教育機関は少ないが就職時の％より少

し多くなって，一般公務員，企業が51％に減少

している。現在の在職者を卒業年度別にみると，

図10に示す通り，1級の場合とは違って，卒業

後の年数がたっにっれて次第に減少しているこ

とがわかる。

3．3　年代による就職先の推移

　現時点から5年ごとに遡りながら1級衣料管

理士の就職先の推移をみると，図11に示すよう

に教育機関への就職が年とともに減少しており，

繊維関連企業への就職が増加している。この図

において，75年～76年のものは2年間であり，

他と比較しにくいので，77年以降にっいてみる

と，一般企業，公務員への就職はあまり変わっ

ていないとみたほうがよい，教育機関への就職

の減少を繊維関連企業への就職増加分がこれを

補っているといえる。

　2級衣料管理士については，図12からわかる

通り一般企業，その他が年々減少し，繊維関連

企業および官公庁への就職が増加している。

3．4　年代による就職先職種の推移

　以上のように，年代により就職先が変わって

きていることが分かったので，さらに就職先職

種の変化をみるため，77年～81年の卒業生と92

年～96年の卒業生について，これを比較してみ

ることにした。

　1級衣料管理士についてみると，図13からわ

かる通り，77年～81年（図13－1）では教育機

関が44％，官公庁，試験・検査所，繊維関連企

調
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する現在の在職者の比率

業あわせて25％であったものが15年後の92年～

96年（図13－2）には教育機関，一般企業，公

務員が減少し，官公庁，試験・検査所，繊維関

連企業が49％と倍増していることがわかる。ま

た，職種別に77年～81年と92年～96年を比較し

てみると，図14からわかるように，教員が49％

から30％に減少し，試験・検査10％，販売6％，

一109一



東京家政大学生活科学研究所研究報告　第20集

60

50

　40
⊥
ハ

4」30

↓
、

　20

10

＋繊維関連企業
一畳一教育機関

＋一般公務員その他
→←官公庁

0

75－76　　　　　77－－81　　　　　82－86　　　　　87－91　　　　　92－96

　　　　　　　　　　卒巣年次

図11　1級衣料管理士の年代による就職先の推移

80％

70％

6095

SOgC

40％

3096

20％

10％

＋繊維関違企業

一■一教職

一b一般公務員その
→←讐公庁

O％

75－76　　　　　　77－81　　　　　　82－86　　　　　　87－91　　　　　　92－96

図12　2級衣料管理士の年代による就職先の推移

合わせて16％であったものが，試験・検査5％，

品質管理6％，販売24％合わせて35％とこの3

職種への就職が大幅に増加していることがわか

る。

　2級衣料管理士にっいては図15からわかる通

り，繊維関連企業への就職の伸びはそれほど多

くないが，職種にっいてみると，図16からわか

る通り1級の場合と同様に試験・検査，販売へ

の就職が大幅に増加している。

　以上，1級衣料管理士，2級衣料管理士とも，

試験・検査，品質管理，販売の職種への就職が

大幅に増加していると結論づけられる。
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図13－1　1級衣料管理士の1977年～1981年の

　　　　　業種別就職先
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3．5．最近10年間（1987～1996年）に1級衣

　　　料管理士として卒業した人達の活動

　3．4．に述べたように，衣料管理士の社会
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企画
3％

事務
41％

2級衣料管理士の1992年～1996年の

就職の職種

における活動は年とともに増加し，TESが制

定されてから一層顕著になった。そこで，最近

その他

教育

　36％
図17－1

官公庁・公的
機関（繊維）

　　6％

デザイナー

　5％

企画
4％

繊維関連企
　　業

　37％

1級衣料管理士1987年～1996年就職

者の現在職者の業種
　　　　　　研究
事務　　　　　6％

図17－2

験検査
15％，

品質管理

　14％

　販売
　41％，

1級衣料管理士1987年～1996年繊維

関連業種就職者の現在職者の職種

10年間に衣料管理士として卒業した人達の実態

をみると，この人達の79％のひとが就職先でそ

のまま現在活躍している。在職者の業種をみる

と図17－1のように繊維に関係した官公庁，公

的機関6％，繊維関連企業37％，合わせて43

％で，教育機関36％をかなり上回っている。

この繊維関連業種在職者の職種は図17－2に示

す通り，研究2％，試験・検査15％，品質管

理14％で，この3分野合わせて35％，販売41

％，企画4％，デザイナー5％，事務15％

となっている。すなわち，衣料管理士としての

資格を生かした分野で活躍している人が多いと

いってよい。
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　4．繊維産業の構造変化と衣料管理士の

　　　社会的位置付け

　かって日本は繊維製品を世界中に輸出し，繊

維産業は日本経済の中枢の役割を果たしていた。

1955年ごろより世界の産業構造が徐々に変化，

特に，1970年ごろより発展途上国の繊維産業が

盛んになりはじめ，世界の繊維産業の構造が変

わり，日本の繊維産業構造が大きく変わってき

た。合成繊維の製造も，技術，資本の移転によ

り，通常の製品は発展途上国で生産し，さらに，

紡績糸，織布の生産も発展途上国で盛んに行わ

れるようになった。これにともない，日本での

繊維製品の生産は，紡糸から仕上げ加工まで，

日本独自の技術開発により，他国の追従を許さ

ない独自の各種の繊維製品を産出することになっ

た。このため衣服の素材が非常に多様化し，

1990年代に入ってこれが加速した。

　一方，1960年ごろより，既製服化が進み，種々

の好み，サイズの服が販売されるようになり，

従来の各個人，仕立屋に変わって，アパレル産

業が発展することになった。最近では，韓国，

台湾，中国などの国々から既製服が輸入される

ようになり，日本の繊維製品の輸入が大幅に増

大した。かっては，日本から優良な品質の製品

を輸出するために試験・検査が行われていたが，

現在は逆に輸入のための製品の試験・検査が多

くなった。他方，日本における既製服の製造は

多品種少量生産となり（これにともなって生地

になるまでの生産方式も大きく変わった），数

多いブランドを生み，素材の多様化と相まって，

非常に数多くの種類の既製服が店頭に並ぶこと

になった。一方，1997年7月のPL法の制定に

より，製品が販売されるまでの各製造・流通段

階について，品質の責任が問われるようになっ

た。また，アパレルメーカーでは各ブランドに

ついて，消費者の種々の好みに合い，かっ，品

質の良い既製服をっくり出すために，多様化し

た生地の性能に対するデーターを豊富に用意す

るための品質管理をする必要性に迫られている。

　さらに，被服の購入者は好みのファッション，

　　　　　　　　　　　　　∴i龍i爵

濃＿＿霧
図18　衣料管理協会のデータによるTES業務分類

　　　　　　　　　　　　　　　　　（％）

ブランドのみでなく品質や機能を要求するよう

になり，購入するにあたって製品に対する豊富

な専門知識を持った販売員を要求するようになっ

た。販売員の専門知識により安心して購入でき

る心境になるわけである。

　このように繊維産業の構造が大きく変化する

なかで，繊維製品の製造から流通の各段階で優

秀な試験・検査員，品質管理員，専門知識を持っ

た販売員が欠かせないものとなってきた。衣料

管理士であり，繊維製品品質管理士である専門

知識をもった女性の人材が求められることになっ

た。このことが，3．4で述べた年代による就

職先の推移　3．5で述べた最近10年間に1級

衣料管理士として卒業した人達の活動に現れた

ものと推定される。さらに，このことはさきに

述べたTES資格者3，459名（男性1973名，女

性1486名，1997年1月現在）の業務分類につい

ての日本衣料管理協会のデータ図18からわかる

通り試験・検査，品質管理，営業の3分野の割

合が多いこととも一致している。

　いかに衣生活を豊かにするかという現代の生

活の中での衣の課題として，家政学部で被服の

専門知識を身にっけた衣料管理士の人達の社会

における位置付けがここにある。

　最後に，衣料管理士として卒業した人達が現

在活躍している繊維関連官公庁，公的機関，企

業名を表3に示す。
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衣料管理士の活動状況

表3　在職者のいる繊維関連研，試験・検査機関および企業名

試験・検査機関 企業研究所、検査室 繊維関連企業

埼玉県繊維工業試験所
東京繊維製品総合研究所
繊維製品卸検査協会
毛製品検査協会
日本染色検査協会
日本化学繊維検査協会

白洋舎（洗濯科学研究所）

ライオン家庭科学研究所
松屋（商品検査室）

東急（商品検査室）

西武（環境科学研究所）

東武（商品試験室）

日本繊維製品品質技術センター東京ブラウス（素材試験室）

日本衣料管理協会
日本紡績検査協会

三貴
丸井
ジューキ

白洋舎
阪急デパート

東急デパート

西武デパート

アオキインターナショナル（品質管理室）東武デパート

松屋デパート

伊勢丹デパート
東京ブラウス

キャビン

イトキン

ミキハウス

藤井
エトワール海渡

ロートレアモン

東京ソワール
三陽商会
アングローバル
リボンシンジケート

リベラル中村

伊太利屋
フェニックステクニカルセンター

ユニチカモード

ッカモト

むろい
ワールド

翼システム
セラビ

ラピーヌ

三愛
小杉産業
丸高衣料
ストックアンドゼノックス

吉忠
ファイブフォックス

アルプスカワムラ

BMD
アキレス

伊勢屋
レックスジャパン

トマツ

絵理奈

三共生興
レリアン

オンワード樫山

大沼
ノーリーズ

サザビー
タキヒョー

ミツミネ

イギン

塚本商事
マイカル
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　　　　　　　　5．まとめ

　衣料管理士として社会に出た卒業生の実態調

査をし，調査結果と繊維産業の構造の変化の一

断面を結びつけることで，家政学部で被服の専

門知識を身に付けた衣料管理士の人達の社会的

位置付けが明確になった。今後もこのような専

門知識をもった人材を育成して行くことがます

ます必要になるものと考える。

　この調査報告書は平成8年度生活科学研究所

自主研究活動援助費の交付を受けて行ったアン

ケート調査結果を整理解析しまとめたものであ

る。

　グループ名　　衣料管理士課程委員会

　代表者　　　　服飾美術学科　　金綱久明

　研究テーマ　　衣料管理士の活動状況

　構成員氏名

　服飾美術学科・服飾美術科

赤見　仁，○片山　明，○金綱久明，

中里喜子，藤重昇永，山本良子，赤池照子，

雲田直子，○藤田智子，○宮崎伊津子，

○川崎紀子，○長島直子。

○印はアンケート調査結果を整理解析した人達

である。
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